
R04本試験の課題⼼得⼀覧 更新日/2023年2月20日

種類 ☑ 心得

□ メ－1

□ メ－2

□ メ－3

□ ダ－1

□ ダ－2

□ ダ－3

□ ダ－4

□ ホ－1

□ ホ－2

□ ホ－3

□ ホ－4

□ ホ－5

□ ホ－6

□ ホ－7

□ コ－1

□ コ－2

□ コ－3

□ セ－1

□ セ－2

□ セ－3

□ セ－4

□ ハ－1

□ ハ－2

□ ハ－3

□ ハ－4

□ ハ－5

□ ゾ－1

□ ゾ－2

□ ド－1

□ ド－2

□ ド－3

□ ヨ－1

□ ヨ－2

□ ヨ－3

□ ヨ－4

□ ヨ－5

□ ヨ－6

□ ヨ－7

□ ヨ－8

□ ヨ－9

【その他】 □ ソ－1

(1)ﾀﾞｸﾄﾙｰﾄのｽﾍﾟｰｽ確保 (2)ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ＝OAﾌﾛｱ

チェック内容

【面積】

【構造】

(1)設計者判断での特防設置 (2)竪穴区画 (3)竪穴部分ごとに区画 (4)竪穴区画内の避難

(5)下部の倉庫等 (6)くぐり戸の位置に注意 (7)90㎝以上の接壁 (8)異種用途区画

(1)PC梁は必要最低限に (2)一方の端部は外壁部(PC梁ｽﾊﾟﾝ) (3)短辺方向に架ける

(4)小梁はPC梁に直交 (5)上部PC梁の表記漏れ (6)連続PC梁はNG

(1)歩行距離 (2)他の室経由 (3)非居室は不要 (4)無窓居室（採光1/20） (5)歩行距離の矢印は扉まで

(6)歩行経路(什器は無視，書架や間仕切壁には配慮）

(1)寸法を表現 (2)基本ｽﾊﾟﾝ6～8m(8×8mも可）,8mを超えるｽﾊﾟﾝは過半未満 (3)ｽﾊﾟﾝ6m未満はNG

(1)直通階段は屋外階段NG (2)L字型の庇等を二重計上

(1)容積率の限度は500% (2)面積不算入 (3)屋内的用途面積算入 (4)貸事務室A・Bの合計床面積を記入

(1)切断位置等 (2)切断記号 (3)立面表現 (4)見えがかり表記 (5)基礎の図示

(6)塔屋•屋上の設備ｽﾍﾟｰｽの図示

(1)貸事務室A•Bは天井高2.8m以上 (2)地階は設けない

(1)勾配1.5 (2)道路斜線 (3)ｾｯﾄﾊﾞｯｸ(庇，ﾙｰﾊﾞｰ）(4)ｾｯﾄﾊﾞｯｸ（設備）

(5)斜線に関する情報記載（道路斜線•斜線勾配•最小後退距離•計算式等）

(1)延焼ライン 1階3m，2階以上5m (2)文字表記 (3)延焼のおそれのある部分の有無にかかわらず必ず記入

(1)最高高さは図示できる場合に限り明記 (2)EVの屋上着床は不要 (3)塔屋を除く建築物の高さの記載

(1)敷地内通路の確保 (2)駐車ｽﾍﾟｰｽ経由NG(やむを得ない場合は可）

【断面図】

【法規】

【配置】

(1)利用者用の廊下幅（両側居室でなければ芯々２m可） (2)ﾑﾀﾞに広い廊下NG

(1)4.5m階段／3段ﾌﾟﾗｽ or 1.5回転 5m階段/2回転 (2)梁に注意 (3)階に応じた作図表現

(4)ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ階段不要

(1)基準階 (2)無柱空間 (3)貸事務室A•貸事務室Bを計画 (4)執務ｽﾍﾟｰｽ (5)会議室 (6)貸事務室A室内ﾌﾟﾗﾝ

(7)天井高2.8m以上 (8)給湯室 (9)貸事務室A・貸事務室Bの合計3000㎡以上 (10)ﾍﾟﾘﾒｰﾀｰｿﾞｰﾝの切断位置

(1)150㎡以上 (2)無柱空間 (3)倉庫

(1)倉庫を設ける

【動線】

【ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ】

【要求室】

【設備】

(1)駐輪場の台数 (2)道路からｱｸｾｽ (3)2段式駐輪場NG (4)駐輪ｽﾍﾟｰｽの前面幅 (5)建築物内に計画可

(6)分散して計画NG

(1)場と動線の明確化 (2)2室1室のｱｸｾｽ等

(1)利用主体による動線分離 (2)ｿﾞｰﾆﾝｸﾞの方向性 

(1)EPSの上下階のｽﾞﾚ (2)横引き確保 (3)廊下からﾒﾝﾃﾅﾝｽ (4)3㎡以上，ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ｽﾍﾟｰｽ

(5)屋上にｷｭｰﾋﾞｸﾙ設置

(1)50㎡以上 (2)屋内客席ｽﾍﾟｰｽとの動線 (3)面積 (4)段差のない仕様

(1)壁を黒く塗りつぶした作図表現 (2)凡例の使用に注意

(1)駐車場の台数•ｻｲｽﾞ (2)道路以外からｱｸｾｽNG (3)車路幅(最低5m) (4)縦列NG (5)建築物内に計画可

(1)500㎡以上 (2)貸室a(8人程度)5室以上 (3)貸室b(4人程度)5室以上 (4)貸室c(1人程度)10室以上

(5)ﾗｳﾝｼﾞと屋上庭園との動線 (6)受付，事務室 (7)室内ﾌﾟﾗﾝ

(1)什器や要求ｽﾍﾟｰｽの表現 (2)室形状や柱に注意 (3)室名の欠落や書き間違い

(1)約○㎡の指定/下限値-10%以内等 (2)設置階違反 (3)分散配置NG (4)建物内外の計画，庇又はﾋﾟﾛﾃｨ

(5)敷地境界線に接する，もしくは超えて計画するのはNG

(1)管理•ｻｰﾋﾞｽｿﾞｰﾝ (2)夜間等の出入り 

(1)待合ｽﾍﾟｰｽ (2)時間外は通用口

(1)管理人室(10m²以上) (2)清掃員控室 (3)ごみ保管庫 (4)防災備蓄倉庫 (5)受水槽室(50m²以上)

(6)消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室 (7)貸事務室A•貸事務室B•ｼｪｱｵﾌｨｽ•ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ•ﾚｽﾄﾗﾝの床面積 (8)ﾄｲﾚ (9)ｾｷｭﾘﾃｨ内ﾄｲﾚ

(1)移動等円滑化経路 (2)車椅子使用者用駐車場の幅 (3)スロープ (4)共用部に多機能便所

(1)ﾒｲﾝｱﾌﾟﾛｰﾁ (2)歩車分離と車路経由NG (3)公園からのｱﾌﾟﾛｰﾁNG

(1)EVの計画，ｼｬﾌﾄのｻｲｽﾞ (2)動線兼用NG (3)小荷物専用昇降機NG (4)上下階で回転

(1)PSは上下階通す（排水及び通気）(2)横引き確保 (3)水廻り付近にPS (4)空調用PS

(1)ｸﾞﾘｯﾄﾞ連続性NG (2)杭基礎の計画

(1)岡立ちNG (2)片持ち2.5mを超える場合は先端に小柱（積層NG）

(1)電気室•受水槽室上部水廻りNG (2)屋上設備ｽﾍﾟｰｽの段差

(1)排煙用DS (2)排煙免除 (3)排煙口まで30m以内（自然/機械排煙共）

(1)最上階指定，100㎡以上 (2)面積，通路，植栽を記載 (3)ｼｪｱｵﾌｨｽ利用者が休憩等に利用

(4)ｼｪｱｵﾌｨｽのﾗｳﾝｼﾞに隣接 (5)段差のない仕様

(1)営業時間 (2)外部から直接出入り (3)屋外ﾃﾗｽ席との動線 (4)厨房(35m²以上) (5)食品庫(10m²以上)

(6)従業員休憩室兼更衣室(15m²以上) (7)ﾄｲﾚ (8)200m²以上 (9)厨房の搬出入動線



【要点】 □ キ－0

・本番で合格答案を完成させるコツは，トリッキーな対応は極力，避けて，無難に，オーソドックスなプランにまとめる．

※【注意】

キ－1～７は，課題心得参照(1～7の数字は設問（1)～(7)に対応）

・出入口部分の表記は，開き勝手を表記せずに，インジケーションのみで構わない．

　


